
 

 

 

 

 

        総務部（広報担当）
大津市晴嵐二丁目７番１号 〒520-8639

       Tel．077（537）1702（直）

２０１３年９月２６日 

 
極薄＜ガラスリボン＞の新材料の開発に成功 

～ 熱膨張係数 100×10-7/K の追加で用途開発を加速 ～ 

 

 

日本電気硝子株式会社（本社：滋賀県大津市 社長：有岡雅行）は、＜ガラスリボン＞の新材料の

開発に成功しました。１０月１日から開催される CEATEC JAPAN 2013（於、幕張メッセ）に出展いたし

ます。 

 

 当社は、２００９年に＜ガラスリボン＞の開発に成功、すでに一部の研究機関で「微小化学分析用マ

イクロチップ」の部材として採用が始まっています。今回新たにラインアップした新材料の＜ガラスリボ

ン＞は、熱膨張係数が１００×１０-7／Ｋと従来品よりも高く、電気・電子製品の汎用部材であるステンレ

ススチールやジルコニアセラミックス等との熱膨張の適合性に優れ、部品設計の自由度を大幅に高め

ることができます。 

 

一方、＜ガラスリボン＞は、化学的安定性、耐熱性、光学特性、ガスバリア性、電気絶縁性など、ガ

ラスの優れた材料特性を有するのみならず、 

・ 樹脂フィルムのように曲げたり、巻いたりすることが可能 

・ ガラス表面は無研磨にもかかわらず、非常に平滑 

・ 両側面の端面部（両端）も表面同様に平滑で、曲げやねじりに強い 

～等、＜ガラスリボン＞ならではのユニークな特長を備えています。 

 

当社としては、これら＜ガラスリボン＞が本来持つ特長に加え、熱膨張における汎用部材との優れ

た適合性を最大限に活かし、ディスプレイ、センサー、医療、光学、照明など様々な製品分野に対し、

積極的に用途開発を進めてまいります。 

  

（製品の概要） 

１．熱膨張係数  １００×１０-7／Ｋ 

２．寸法仕様    厚さ  ４～５０μｍ（マイクロメートル） 

 幅   ０．５～２０．０ｍｍ(ミリメートル) 

 長さ  最長１００ｍ（メートル） 

 （製品寸法については、個別にご相談させていただきます。） 
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(製品写真) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（リリース内容に関するお問い合せ先） 

日本電気硝子株式会社 

総務部 広報担当           電話：077-537-1702 

（製品に関するお問い合わせ先） 

電子部品事業本部営業部          電話：077-537-8767 

 

 

 

 

 


